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       ガ ラ ス 製 品 製 造 業  

 

 

 食 器 や 容 器 、 照 明 器 具 部 品 な ど は 、 輸 入 品 と の 競 合

や 他 の 素 材 へ の 転 換 が 続 く た め 、 製 造 か ら の 撤 退 を は

じ め 転 廃 業 が 増 加 し て お り 、 企 業 数 は 減 少 傾 向 に あ

る 。  

 一 方 、 電 子 機 器 向 け で は 需 要 が 好 調 で あ り 、 顧 客 の

要 請 に 対 応 し た 製 品 開 発 力 や 提 案 力 の 向 上 に よ っ て 、

受 注 を 増 加 さ せ て い る 企 業 が 多 い 。  

 業 界 の 概 要   

 大 阪 の ガ ラ ス 工 業 は 、 宝 暦 年 間 （ 1 7 5 1 ～ 1 7 6 3 年 ） に

始 ま っ た と 言 わ れ 、 業 界 団 体 で あ る 大 阪 硝 子 工 業 会 加

入 企 業 に は 、 創 業 が 明 治 や 大 正 期 、 あ る い は 昭 和 2 0

年 の 終 戦 前 後 ま で の 創 業 と い う 老 舗 企 業 が 多 く 、 な か

に は 、 創 業 1 6 0 余 年 と い う 企 業 も み ら れ る 。  

 ガ ラ ス 製 品 は 、 1 . 加 工 素 材 （ 光 学 ガ ラ ス 素 地 、 電 球

類 用 ガ ラ ス バ ル ブ な ど ） 、 2 . 容 器 （ 飲 料 ・ 食 料 、 調 味

料 ・ 化 粧 品 等 の 容 器 ） 、 3 . 理 科 学 用 ・ 医 療 用 器 具 （ フ

ラ ス コ 、 ビ ー カ ー 、 ア ン プ ル な ど ） 、 4 . 卓 上 用 ・ ち ゅ

う 房 用 器 具 （ コ ッ プ 、 皿 、 鉢 等 の 食 器 や 花 び ん 、 灰 皿

な ど ） 、 5 . そ の 他 の 製 品 （ 照 明 器 具 用 ガ ラ ス 、 眼 鏡 用

ガ ラ ス 、 時 計 用 ガ ラ ス な ど ） に 分 け ら れ る 。  

 ガ ラ ス 製 品 の 製 造 工 程 は 、 び ん や 食 器 類 、 容 器 類 な

ど は 、 ま ず 、 け い 砂 、 ソ ー ダ 灰 、 酸 化 鉛 な ど の 原 料 に

カ レ ッ ト （ ガ ラ ス 屑 ） を 加 え て 、 溶 解 炉 内 で 加 熱 溶 融

す る 。 次 に 、 不 溶 解 物 や 気 泡 等 の 除 去 の た め に 清 澄 作

業 を し 、 成 形 に 適 し た 温 度 に ま で 下 げ る （ 素 地 締 め ） 。

そ れ を 一 定 量 取 り 出 し 、 宙 吹 き し た り 、 金 型 に 流 し 込

ん だ り し て 成 形 し た 後 、 徐 冷 す る と い う 工 程 を 経 る 。  
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医 療 用 の ア ン プ ル や シ リ ン ジ （ 注 射 器 ） 、 プ ロ ジ ェ ク

タ ー の レ ン ズ 類 な ど は 、 材 料 メ ー カ ー か ら 購 入 し た ガ

ラ ス 管 や ガ ラ ス 素 材 を 加 熱 し て 成 形・加 工 す る も の で 、

炉 は 使 用 さ れ て い な い 。  

 ガ ラ ス 製 品 は 、 専 門 的 な 技 術 を 要 す る 作 業 が 多 く 、

し か も 多 品 種 少 量 生 産 で あ る た め 、 中 小 企 業 が 多 く 存

在 す る 。 生 産 品 種 が 多 岐 に わ た る と こ ろ か ら 、 大 阪 硝

子 工 業 会 で は 会 員 を 、 「 び ん 」 、 「 ア ン プ ル 」 、 「 特

殊 硝 子 」 、 「 食 器 」 、 「 照 明 」 、 「 理 化 医 」 、 「 ビ ー

ズ 」 、 「 そ の 他 」 の 品 目 別 の 部 会 に 分 け て お り 、 こ れ

ら の な か で は 「 び ん 」 の 部 会 員 が 多 い 。 な お 、 大 量 生

産 が 可 能 な ブ ラ ウ ン 管 や ビ ー ル 瓶 な ど は 、 大 企 業 に お

い て 生 産 が 行 わ れ て い る 。  

 大 阪 の 地 位  

 大 阪 府 に お け る ガ ラ ス 製 品 製 造 業 は 1 4 4 事 業 所 、 出

荷 額 等 は 3 0 7 億 4 , 9 0 0 万 円 で 、 全 国 に 占 め る 割 合 は そ

れ ぞ れ 1 4 . 2 ％ 、 5 . 9 ％ で あ る （ 平 成 1 5 年 、 大 阪 府 『 大

阪 の 工 業 』 全 数 、 経 済 産 業 省 『 工 業 統 計 表 』 全 数 ） 。  

  事 業 所 数（ 全 数 ）の 推 移 を み る と 、平 成 2 年 に は 2 0 8

事 業 所 あ っ た が 、 1 0 年 に は 1 8 4 事 業 所 と な る な ど 、 減

少 が 続 い て い る 。 大 阪 硝 子 工 業 会 の 会 員 数 も 、 昭 和 6 2

年 5 8 社 、 平 成 ９ 年 5 0 社 、 1 7 年 に は 3 3 社 と 減 少 し て

い る 。  

 生 産 状 況 は 製 品 に よ り 差 異  

 食 器 や 容 器 、 照 明 器 具 部 品 な ど は 、 輸 入 品 と の 競 合

や 他 の 素 材 へ の 転 換 が 続 き 生 産 が 減 少 し て い る が 、 化

粧 品 向 け で は 需 要 が 比 較 的 安 定 し て い る 。  

 一 方 、電 子 機 器 向 け ガ ラ ス 製 品 は 需 要 が 好 調 で あ り 、

顧 客 の 要 請 に 対 応 し た 製 品 開 発 力 や 提 案 力 を 向 上 さ せ

る こ と に よ っ て 、 受 注 を 増 加 さ せ て い る 企 業 が 多 い 。  
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 食 器 、 照 明 器 具 部 品 な ど の 生 産 は 低 調   

 個 別 の ガ ラ ス 製 品 の 動 き を み て い く と 、 食 器 は 、 中

国 、 韓 国 な ど か ら の 安 価 な 輸 入 品 に お さ れ て お り 、 生

産 は 減 少 し て い る 。  

 シ ャ ン デ リ ア の 部 品 な ど 照 明 器 具 用 ガ ラ ス 製 品 に つ

い て も 、 安 価 な 樹 脂 製 品 や 海 外 の 低 価 格 品 に 需 要 を 奪

わ れ て い る た め 、 こ の 分 野 の 生 産 か ら は 撤 退 し た 企 業

が 多 く 、 受 注 が あ る 場 合 に は 、 海 外 か ら 輸 入 調 達 す る

と い う ケ ー ス も み ら れ る 。  

 び ん 類 等 の 生 産 は 用 途 に よ っ て ま ち ま ち  

 飲 料 用 の ガ ラ ス び ん は 、 ペ ッ ト ボ ト ル を 中 心 と し た

他 の 素 材 へ の 転 換 の 動 き が 強 ま っ て お り 、 生 産 量 が 減

少 し て い る 企 業 が 多 い 。 ま た 、 ウ イ ス キ ー や ブ ラ ン デ

ー の び ん に つ い て も 消 費 量 が 減 少 傾 向 に あ る こ と か

ら 、 生 産 も 低 調 で あ る 。  

 一 方 、 化 粧 品 容 器 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 へ の 転 換

が 一 部 に み ら れ る も の の 、 高 級 感 を 出 す こ と が で き る

ガ ラ ス 製 容 器 が 依 然 と し て 好 ま れ る こ と や 、 化 粧 品 に

は 、 ガ ラ ス 容 器 で な い と 腐 食 す る 可 能 性 が あ る 成 分 が

含 ま れ て い る も の も 多 く 、 需 要 は 、 比 較 的 安 定 し て い

る 。  

 医 療 用 の ガ ラ ス 製 品 に つ い て は 、 医 薬 品 メ ー カ ー が

コ ス ト 削 減 の た め 、 薬 液 保 存 の 容 器 を ガ ラ ス か ら 樹 脂

に 変 更 し つ つ あ る な ど 、 需 要 は 減 少 傾 向 に あ る 。  

 電 子 機 器 用 の 生 産 は 増 加   

 携 帯 電 話 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ ー 、

パ ソ コ ン な ど の 電 子 機 器 の 需 要 が 好 調 で あ る こ と か

ら 、 部 品 と な る ガ ラ ス 製 品 を 生 産 す る 企 業 の 受 注 は 好

調 で あ る 。 こ れ ら の 企 業 に は 、 炉 の 内 部 に は 、 不 純 物

が 混 じ ら な い 白 金 を 使 用 す る こ と に よ り 、 高 品 質 な 製
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品 づ く り を 図 っ て い る と こ ろ も あ る 。  

 こ の ほ か 、 特 注 品 や 試 作 品 を 主 力 に 手 が け て い る あ

る 企 業 で は 、 大 企 業 の 技 術 者 Ｏ Ｂ な ど を 技 術 顧 問 と し

て 迎 え て い る な ど 、 技 術 志 向 、 研 究 開 発 志 向 を 強 化 し

て い る 。同 社 で は 各 種 の 団 体 や ネ ッ ト ワ ー ク に 加 入 し 、

製 品 の 共 同 開 発 や 共 同 研 究 に つ な げ て お り 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト を 通 じ て の 受 注 も 多 い と い う 。  

 ま た 、大 阪 府 立 産 業 技 術 総 合 研 究 所 の 開 放 研 究 室（ イ

ン キ ュ ベ ー タ ） に 入 居 し 、 検 査 機 器 な ど を 活 用 す る と

と も に 、 研 究 所 と の 連 携 の も と に 技 術 力 向 上 を 図 る な

ど 、 顧 客 の 要 請 に 対 応 し た 製 品 開 発 力 や 提 案 力 の 向 上

に よ り 、 受 注 を 増 加 さ せ て い る と い う 企 業 も あ る 。  

 設 備 投 資 は 一 部 に 動 き   

 全 体 と し て は 受 注 が 低 迷 し 、 製 品 単 価 が 低 下 す る 中

で 、 設 備 投 資 は 手 控 え ら れ て い る 。 た だ 、 溶 解 炉 を 設

置 す る 企 業 で は 、 ８ 年 程 度 で 内 部 の 耐 火 れ ん が を 更 新

す る 必 要 が あ り 、 定 期 的 な 設 備 更 新 が 行 わ れ て い る 。  

 ま た 、 医 療 用 製 品 の 分 野 で は 、 ガ ラ ス 管 内 に あ ら か

じ め 注 射 剤 を 充 填 す る シ リ ン ジ に つ い て 、 救 急 用 や イ

ン シ ュ リ ン 投 与 の 自 己 注 射 用 等 で 、 今 後 大 き な 需 要 の

伸 び が 見 込 め る と の 判 断 か ら 、 生 産 設 備 を 増 強 し て い

る 企 業 が み ら れ る 。 ま た 、 携 帯 電 話 機 の デ ィ ス プ レ イ

が 、 現 在 広 く 用 い ら れ て い る 樹 脂 か ら 、 機 能 的 に 優 れ

て い る ガ ラ ス に 置 き 換 わ っ て ゆ く と 見 込 ん で 新 工 場 を

稼 働 さ せ る 企 業 も み ら れ る な ど 、 一 部 に は 前 向 き な 投

資 の 動 き が み ら れ る 。  

 雇 用 に は 慎 重   

 雇 用 に つ い て は 、 全 体 と し て は 生 産 の 減 少 に 対 応 し

て 、 退 職 者 の 不 補 充 と い う 形 で 従 業 員 を 減 ら す 企 業 が

多 い 。  
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 し か し 、 化 粧 品 用 の 容 器 で は 多 く の 検 査 行 程 が あ る

た め に 人 手 を 必 要 と し て お り 、不 足 が 生 じ た 場 合 に は 、

従 業 員 を 増 や す 企 業 も み ら れ る 。 た だ 、 正 社 員 の 増 加

に は 慎 重 で あ り 、 派 遣 社 員 や パ ー ト で 対 応 し て い る 場

合 が 多 い 。  

 新 工 場 を 稼 働 さ せ る 企 業 で も 、 先 行 き 不 透 明 な 部 分

が あ る と し て 、 当 面 は 派 遣 社 員 を 中 心 に 対 応 す る 予 定

で あ る 。  

 人 材 の 確 保 と 技 能 継 承 が 課 題  

 溶 解 炉 を 伴 う 生 産 現 場 は 高 温 下 で 作 業 が 行 わ れ る

上 、炉 を 2 4 時 間 稼 働 さ せ る た め に 夜 間 勤 務 も あ り 、若

手 従 業 員 の 採 用 や 定 着 が 難 し い 。 こ の た め 、 従 業 員 の

平 均 年 齢 が 5 0 歳 を 超 え る 企 業 も 多 い 。  

 生 産 現 場 で は 、 作 業 環 境 の 改 善 や 品 質 の 安 定 の た め

に 、 炉 か ら 材 料 を 巻 き 取 る 工 程 や 成 形 工 程 な ど の 自 動

化 を 進 め て き た が 、 特 殊 な 形 状 の 製 品 や 少 量 生 産 品 に

つ い て は 依 然 と し て 人 手 に 頼 る 部 分 が 大 き い 。 そ う し

た 技 能 の 習 得 に は 1 0 年 は か か る と い わ れ て お り 、技 能

継 承 が 課 題 と な っ て い る 。 7 ～ 8 年 前 に 人 員 整 理 を し た

企 業 で は 、主 に 5 0 歳 代 の 熟 練 従 業 員 が 多 く 退 職 し 、そ

の 後 一 時 期 、生 産 に 支 障 を き た す こ と も あ っ た と い う 。 

 収 益 は 厳 し い  

 原 材 料 の け い 砂 、 ソ ー ダ 灰 な ど の 価 格 が 1 年 前 に 比

べ 1 5 ～ 2 0 ％ 上 昇 し て い る 。 ま た 、 重 油 価 格 も 平 成 1 6

年 春 以 降 ２ 倍 強 と な っ て い る 。 こ う し た コ ス ト の 上 昇

に 対 し 、 製 品 価 格 は 依 然 と し て 低 下 傾 向 に あ る 企 業 が

多 く 、 収 益 は 厳 し い も の と な っ て い る 。  

 今 後 の 見 通 し  

 中 国 製 品 等 と 競 合 す る 容 器 類 で は 、 高 級 な ク リ ス タ

ル の カ ッ ト ガ ラ ス 仕 様 の 製 品 （ 醤 油 び ん 、 ソ ー ス び ん
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な ど ） を 手 が け 、 差 別 化 を 図 っ て い る と こ ろ が み ら れ

る が 、 食 器 や 容 器 、 照 明 器 具 部 品 な ど は 、 輸 入 品 と の

競 合 、 他 の 素 材 へ の 転 換 が 続 く な か 、 ガ ラ ス 製 品 の 製

造 は 採 算 に 合 わ な い と し て 撤 退 や 転 廃 業 が 増 加 し て お

り 、 厳 し い 見 通 し と な っ て い る 。  

 一 方 、 電 子 機 器 用 の ガ ラ ス 製 品 に つ い て は 、 当 面 は

需 要 が 堅 調 で あ る と み ら れ る 。  

                  （ 内 田  英 慈 ） 

 

 

 

ガラス製品製造業の事業所数と出荷額等（平成15年、全数）

116 282,812 10 8.6 1,973 0.7
76 157,695 18 23.7 17,381 11
240 48,189 48 20 11,064 23
144 29,809 10 6.9 331 1.1
439 x 58 13.2 x x
1015 518,505 144 14.2 30,749 5.9

（資料）　経済産業省『工業統計表』、大阪府『大阪の工業』。

全国比
（％）

出荷額等
(百万円）

事業所数
全国比
（％）

出荷額等
（百万円）

卓上用・ちゅう房用ガラス器具

合計

大   阪   府

ガラス製加工素材

その他のガラス・同製品

ガラス容器
理化学用・医療用ガラス器具

全    国

事業所数

 


